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（写真１）高山ため池
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水田貯留排水桝

県食と農の振興部県食と農の振興部
部長 部長 乾  新弥乾  新弥

　県では、大和川流域治水対策と連
携し、防災重点ため池の整備に併せ、
水位低下方式により治水容量を確保
している。生駒市にある高山ため池
の整備では、農家や土地改良区のご
理解・ご協力により、45,000m3の治
水容量を確保した。
　また、広陵町百済川向地区では、
ほ場整備に併せ水田貯留を実施して
おり、流域が一体となって流域治水
対策に取り組んでいる。

　県では、農地の有効活用と農業の生産性向上を図るため、農業振興施策
を集中的・優先的に推進する区域として、特定農業振興ゾーンを設定して
いる。現在、３市４町10地区で設定しており、令和６年度では、宇陀市大
宇陀政始北部地区において基盤整備に着手する予定。
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県営ほ場整備事業　北村地区　北村第６工区　区画整理工（その２）工事

施工：新日本技建株式会社
　　　　　　代表取締役　中尾　國男

奈良市三条大路1－9－13
　TEL 0742－36－8735
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県営畑地帯総合整備事業　伊那佐東部地区　農業用用排水路その１工事

施工：株式会社 三貴工業
　　　　　　代表取締役　笹尾　保

宇陀市室生大野3136－2
　TEL 0745－92－3533
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県営ほ場整備事業　丹原地区　第４工区工事

施工：松田産業株式会社
　　　　　　代表取締役　山下　博三

五條市今井4－2－11
　TEL 0747－22－3256
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県営ほ場整備事業　百済川向地区　区画整理工（その4）工事

施工：株式会社 上田工務店
　　　　　　代表取締役　上田　秀幸

吉野郡吉野町宮滝272－3
　TEL 0746－32－8700
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県営畑地帯総合整備事業　栃原地区　支線水路工事その２

施工：株式会社 森下組
　　　　　　代表取締役社長　森下　秀城

吉野郡大淀町桧垣本1589
　TEL 0747－52－3535

Ｌ
＝
９
４
０
ｍ
、
管
水
路
工
事
Ｌ
＝
１
７
９
１・
７
ｍ
、

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
Ｎ
＝
１
基
工
事
が
間
も
な
く
着
工

県営畑地帯総合整備事業　湯塩地区　舗装工事その２

施工：株式会社 田原建設
　　　　　　代表取締役　弓場　雅之

五條市二見1－1－4
　TEL 0747－22－3591
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一般農道整備事業　西吉野賀北２期地区　第４工区工事

施工：畠山建設株式会社
　　　　　　代表取締役　畠山　龍晃

五條市西吉野町和田415－12
　TEL 0747－32－0104
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県営ため池整備事業　葛城山麓地区　内池改修（その２）工事

施工：株式会社 石田組
　　　　　　代表取締役　石田　勝昭

大和高田市市場430－7
　TEL 0745－52－1200
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復旧治山事業

県営ため池整備事業　高山地区　取水施設改修（その２）工事

施工：株式会社 ニシヨシ
　　　　　　代表取締役　西田　吾一

施工：株式会社 西谷建設
　　　　　　代表取締役　西谷　徹

五條市霊安寺町2157－2
　TEL 0747－24－5901

大和郡山市杉町35－1
　TEL 0743－57－7110
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ほ場整備
実施前

ほ場整備実施後

　平素は、奈良県農政の推進に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し
上げます。
　本県では、令和３年４月に策定した「奈良県豊かな食と農の振興計画」に
より、県民の健康で豊かな生活の向上及び地域経済の健全な発展に向け、食
と農の振興に関する施策を進めています。
　農村振興施策では、農地の有効活用と生産性向上、農村地域の防災減災対
策、農村振興など各種施策を一体的に進めています。
　農地の有効活用と生産性向上では、特にモデルとなる地域を、市町村や地
域の皆様との協定のもと「特定農業振興ゾーン」として10地区を設定し、各

種施策を集中的に取り組んでおり、現在６地区で基盤整備を実施しています。また、地域の皆さ
んのご努力で守り続けてきた農地を、次の世代へ引き継ぎ、利用するため、地域で話し合い、将
来の地域農業の目指すべき姿や、必要な取組をまとめる「地域計画」の策定を、市町村、農業委
員会と進めています。このためには、従来からの担い手のみならず、集落営農組織や地域外から
の参入、女性グループなど多様な担い手が必要と考えます。
　防災減災対策では、近年多発する豪雨などの災害に備え、県内971箇所の防災重点ため池の調査
や整備を進めています。県では流域治水対策と連携し、ため池整備の際に、受益者のご理解・ご
協力を得て、利水容量の一部を治水容量に転換していただき、雨水の流出抑制にも寄与しています。
　農村振興対策としては、コロナ禍で制限された農村地域の活動を活発化させるため、昨年度よ
り日本型直接支払制度の活用に加え、農村振興シンポジウムや活動組織の表彰制度を行っていま
す。引き続き、農村地域の活性化に向けた取組を進めて参ります。
　今後とも、関係市町村、関係団体、地域の皆様方とともに、食と農の振興施策を進めていきま
す。引き続き、ご支援、ご協力のほどお願い申し上げます。

　奈良県食と農の振興については、令和２年４月に施行した「奈良県豊かな食と農の振興条例」
に基づき、食と農に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るための基本的な計画「奈良
県豊かな食と農の振興計画」を令和３年４月に策定し「奈良の食の魅力づくり」、「食を通じた
健康増進と子どもの健全育成」、「戦略的な販売の推進」、「生産振興」の４つを施策の柱として
各施策を推進している。農業分野では、農地の有効活用と生産性向上を図るため、農業振興
施策を集中的、優先的に推進する区域として特定農業振興ゾーンに３市４町の10地区を設定し、
区画の大規模化や園芸施設・灌漑施設の整備等を進める。新年度では、宇陀市大宇陀政始北
部地区において基盤整備に着手する予定。また、防災減災対策では、防災重点ため池の調査
や整備に併せ、大和川流域治水対策と連携した取り組みを推進しており、高山ため池では４万
5000立方㍍の治水容量を確保した。また、広陵町百済川向地区ではほ場整備に併せ水田貯留
を実施するなど一体となった流域治水対策に取り組む。新年度においても、農地防災事業、土
地改良事業、農道整備事業、農地及び農業用施設災害復旧事業等、関係市町村及び関係団体
と連携した施策を進めていく方針だ。ここに紹介する事業（写真）は今年度の主要事業である。

〈主要事業〉
◆�県営ため池整備事業�葛城山麓地区�内池改修（その
２）工事
◆�県営ため池整備事業�高山地区�取水施設改修（その
２）工事
◆県営畑地帯総合整備事業�湯塩地区�舗装工事その２
◆�県営畑地帯総合整備事業�伊那佐東部地区�農業用用
排水路その１工事
◆�県営畑地帯総合整備事業�栃原地区�支線水路工事そ
の２

◆�県営ほ場整備事業�北村地区�北村第６工区�区画整理
工（その２）工事
◆�県営ほ場整備事業�百済川向地区�区画整理工（その
４）工事
◆県営ほ場整備事業�丹原地区�第４工区工事
◆�一般農道整備事業�西吉野賀北２期地区�第４工区工事
◆復旧治山事業

特性を生かした総合的な農政の推進へ特性を生かした総合的な農政の推進へ
流域治水と連携した取組の推進

特定農業振興ゾーンの整備
新年度
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